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　「とても難解で，複雑な物語だ。」最初にこの本を

読んだときそう思った。この本には面白い点が２つ

ある。まず１つめは，この本の著者の三浦綾子とい

う人がクリスチャンであるということ。２つめは，

本の内容が重く深いところだ。この氷点という本の

あらすじは，辻口病院長夫人夏枝が，青年医師村井

の思慕の言葉に耳を傾けている間に，三歳になった

ばかりの娘ルリ子が殺害されてしまう。夏枝への屈

折した憎しみと，汝の敵を愛せよという教えへの挑

戦とで，辻口は殺人犯の娘を養女に迎える。事情を

知らない夏枝と長男徹は養女陽子に温かく接し，陽

子も明るく素直な少女に育っていく。やがて夏枝は，

陽子が殺人犯の娘である経緯を知り，辻口と陽子へ

の激しい憎悪をこめて，陽子を殺そうとしてしまう

…というものだ。

　僕は，作者がこの本のテーマにした「原罪」とい

う言葉が気になった。僕はその時に初めて原罪とい

う言葉を知った。そしてなぜ作者は原罪という言葉

をテーマに選んだのか，そもそも原罪とはなんなの

か，を知りたいと思った。そこで僕は，作者が問い

かけた原罪と言う事について，この作文を書きなが

ら考えてみたいと思う。

　まずは，原罪とはなにか，というところから考え

ることにした。事典で調べてみると原罪とは，キリ

スト教の教理の一つで全人類に生まれながら負わさ

れた罪である，ということらしい。要は，人はみな

罪を持って生きているということだ。自分は今まで

罪を持ちながら生きてきたと思ったことは一度もな

かった。だが，作者は原罪のことを「人間の奥底に

ある恐ろしい思い」や「自分を正しいと思うことに

よって，人を見下げる冷たさ」などと語っている。

その文章を見て僕は少し恐ろしくなった。「自分の中

にも他人を憎み蔑む気持ちがあるのかもしれない」

と気づいたからだ。今までの自分を振り返ってみる

とそんなことはないと思うのだけれども，実際のと

ころはよくわからない。もしかすると今まで気づか

ないうちに誰かを傷つけてしまっていたかもしれな

い。それだけでなく今の自分には想像もつかないく

らいの暗く悪い部分が，実は心に巣くっているかも

しれないのだ。作者は誰の中にでもある「原罪」の

恐ろしさを問題提起したくて氷点を書いたのだと

思った。

　では作者は原罪に対してどんな考えをもっていた

のだろうか。作者にとって原罪とは，唯一神のみが

裁けるものであるという考え方だった。自分はキリ

スト教徒ではないのでこういった考え方は良くは理

解できない。僕が，原罪を考える上で必要だと思っ

たことは「誰もが原罪を持っていると自覚するべき」

ということだ。自分自身で悪い心というものを自覚

して，その心が暴走しないように注意すべきだと感

じた。

　最近は，人間とはなんてひどい生き物なんだろう

と思わざるを得ないようなことばかり起きているよ

うな気がする。イラクでの戦闘やテロ。頻繁にニュー

スで見かける残虐な殺人。暗い話題ばかりだ。もち

ろん全てが悪いことだけではないだろう。しかし，

日本でも世界でもどこか歯車が狂ったような気がし

てならない。そして僕は，この本を通じて今の時代

が垣間見える気がした。しかし，僕は自分の中にあ

る原罪を見つめながら生きていきたいと思った。

「氷点　上・下」　三浦　綾子著
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